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平
成
二
十

一
年
三
月
十
日

天
皇
陛
下
御
在
位

一
一十
年

去
る

一
月
七
日
は
昭
和
天
皇

の
二
十
年
祭
、
そ
し
て
今
上
天
皇
の
ご
在
位
満

二
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
十
九
日
、
民
間
団
体

の
奉
祝
委
員
会
と
奉
祝
国
会
議
員
連
盟
主

催
の
ご
在
位
二
十
年
奉
祝
式
典
が
行
わ
れ
、
本
年
十

一
月
十
二
日

(ご
即
位
大

礼
当
日
)
に
は
政
府
主
催
で
奉
祝
式
典
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

国
民
こ
ぞ

っ
て
奉
祝

の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
国
家
国
民
の
将
来
を
展
望
し

て
い
き
た
い
次
第

で
す
。

曾
我
瀟
白

「楼
閣
山
水
図
」
複
製
完
成

近
江
神
宮
御
創
建
当
初
、
江
戸

時
代
中
期

の
異
端
の
画
人
と
い
わ

れ
る
曾
我
薫
白

の
作
品

「楼
閣
山

水
図
屏
風
」

(
「月
夜
山
水
図
」

と
も
)
が
伊
庭
家
よ
り
奉
納
さ
れ
、

所
蔵
し
て
い
ま
す
。
平
成
四
年
よ

り
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
保
管
上

の
安
全
を
図
る
た
め
、

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
に
寄
託

し
て
い
ま
す
。

曾
我
薫
白
は
、
江
戸
時
代
中
期

に
京
都

・
伊
勢
を
中
心
に
活
躍
し
、

中
国

の
故
事
な
ど
の
伝
統
的
な
画

題
を
扱

い
な
が
ら
、
型
破
り
で
破

垂

=」
1

卜

掴ぱ 碧

`

噂

右

左
隻

上

右
隻

天
荒
な
表
現
が
多
く
、
異
端
の
画

家
、
狂
気
の
画
家
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
以
降

評
価
が
低
か

っ
た
よ
う
で
す
が
、

近
年
は
江
戸
時
代
絵
画
史
に
異
彩

を
放

つ
個
性
的
な
画
家
と
し
て
再

び
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
京
都
国
際
文
化
交

流
財
団
と
キ
ャ
ノ
ン
株
式
会
社
が

行

っ
て
い
る
美
術
品

の
デ
ジ
タ
ル

複
製
事
業

「文
化
財
未
来
継
承
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
、

こ
の
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
複

製
品
が
完
成
し
、
近
江
神
宮

に
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。
琵
琶
湖
文
化
館

に
寄
託
し
て
い
る
も
の
の
、
常
時

展
示
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く

同
文
化
館
も
昨
年
三
月
で
休
館
と

な

っ
て
し
ま
い
、
鑑
賞
す
る
機
会

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
江
神
宮
七
十
年
祭
記
念
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
る
博
物
館
改
修
を
前
に
し
て
、
ち

ょ
う
ど
渡
り
に
舟

の
よ
う
な
こ
と
に
な
り

本
正
月
に
は
特
別
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

右
隻
に
春
の
西
湖
、
左
隻
に
秋
の
金
山
寺
を
描
き
、
宋
時
代
の
詩
人

・
蘇
東

披
ゆ
か
り

の
画
題
で
雪
舟
流

の
画
人
が
好
ん
で
描
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
本
物

と
見
紛
う
ば
か
り
の
高
精
細
な
画
像
で
、
博
物
館
改
修

・
宝
物
館
開
設
後
に
は

寄
託
中
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
か
え
て
常
設
展
示
す
る
計
画
で
準
備
し
て
い
ま
す
。

(な
お
、
写
真

の
左
右

の
下
端

の
緑
色
は
生
け
花

の

一
部
が
写
り
込
ん
で
い
る
も
の
)

近
江
神
宮
例
祭

四
月

二
十
日

近
江
神
宮

の
例
祭
は
四
月
二
十
日
、
宮

中
よ
り
天
皇
陛
下
の
御
名
代
の
勅
使
を
お

迎
え
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
近
江
神
宮
は
例

祭
に
宮
中
よ
り
勅
使

の
差
遣
を
賜
わ
る
神

社
十
六
社

(伊
勢

の
神
宮
を
除
く
)
の

一

つ
で
す
。

四
月
二
十
日
は
天
智
天
皇
が
近
江
大
津

宮
に
遷
都
さ
れ
た
記
念
日
で
あ
り
、
今
を

さ
か
の
ぼ
る
千
三
百
四
十
余
年

の
昔
、

『
日
本
書
紀
』
に

「三
月
辛
酉
朔
己
卯
」

と
あ
る
、
天
智
天
皇
六
年

(西
暦
六
六
七

年
)
三
月
十
九
日
の
遷
都

の
日
を
太
陽
暦

に
直
す
と
四
月
二
十
日
に
な
る
の
で
、

し
た
。
昭
和
天
皇
は
、
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そ
の
日
を
例
祭

日
と
し
て
定
め
ら
れ
ま

毎
月
二
十
日
に
月
次
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
の
も
こ
れ
に
因
ん
で
い
ま
す
。

占
領
軍
か
ら
神
道
指
令
が
出
さ
れ
る
直
前

の
昭
和
二
十
年
十

二
月
に
近
江
神
宮
を
勅
祭
社
と
し
て

」

治
定
さ
れ
ま
し
た
。
翌
二
十

一
年
よ

り
毎
年
例
祭
日
に
は
宮
中
か
ら

の
御

幣
物
を
捧
持
し
た
勅
使
を
お
迎
え
し

て
祭
儀
が
行
わ
れ
、
勅
使
の
御
祭
文

が
奏
上
さ
れ
ま
す
。

例
祭
後

の
最
初
の
日
曜
日
に
は
、

地
元
学
区
の
小
学
生
ら
に
よ
る
子
供

神
輿
が
参
集
し
て
近
江
ま

つ
り
が
賑

々
し
く
行
わ
れ
、
陽
春

の
最
盛
期
を

彩
り
ま
す
。
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沿

強
奪
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春
か
ら
初
夏
の
祭
典

・
行
事

三
月
十
七
日

午
前
十

一
時

四
月
二
十
日

午
前
十
時

四
月
二
十
六
日

午
後
二
時

五
月
二
日
～
六
日

五
月
十
七

日

六
月
九

日

六
月
十

日

六
月
ハニ
十

人
日

六
日
己
二
十
日

六
日
己
二
十
日

午
前
十

一
時

午
前
十
時

午
前
十

一
時

午
前
十

一
時

午
前
十

一
時

午
後
四
時

野
外
現
代

い
け
ば
な

展
の

過
去
作
品
よ
り

祈
年
祭

例
祭

勅
使
参
向

近
江
ま

つ
り
子
供
み
こ
し
渡
御

野
外
現
代
い
け
ば
な
展

(N
P
O
い
け
は
な
ワ
ー
ク
ス
主
催
)

崇
福
寺
鎮
魂
供
養
祭

(崇
福
寺
跡
に
て
)

献
茶
祭

漏
刻
祭

献
菓
献
煎
茶
祭

日
供
神
饅
講
講
社
大
祭

饗
宴
祭

大
祓
式


